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第
１
号
〈63•

11
〉	

横
浜
市
の
未
来
像	

第
２
号
〈64•

２
〉	

横
浜
市
の
行
政
水
準

第
３
号
〈64•

６
〉	

子
供
を
大
切
に
す
る
市
政

第
４
号
〈64•

８
〉	

だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市	

	

づ
く
り

第
５
号
〈64•

11
〉	

海
外
か
ら
見
て
横
浜
を
考
え
る

第
６
号
〈65•

２
〉	

地
方
行
政
の
改
革
と
近
代
化

第
７
号
〈65•

５
〉	

宅
地
問
題
の
現
状
と
対
策

第
８
号
〈65•

８
〉	

戦
後
20
年
―
市
行
政
の
再
検
討

第
９
号
〈65•

11
〉	「
横
浜
の
都
市
づ
く
り
」に
提
案	

	

す
る

第
10
号
〈66•

２
〉	

区
役
所
問
題

第
11
号
〈66•

５
〉	

横
浜
文
化
論
―
新
し
い
文
化
の	

	

創
造
は
可
能
か

第
12
号
〈66•

８
〉	

首
都
圏
と
横
浜

第
13
号
〈67•

２
〉	

新
し
い
横
浜
の
記
録

第
14
号
〈67•

６
〉	

大
都
市
圏
の
問
題

第
15
号
〈67•

９
〉	

行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
16
号
〈67•

11
〉	

続　

行
政
の
再
点
検
と
提
案

第
17
号
〈68•

２
〉	

公
害
対
策
―
横
浜
方
式

第
18
号
〈68•

８
〉	

二
〇
〇
万
都
市

第
19
号
〈68•

10
〉	

郊
外
部
開
発
の
諸
問
題

第
20
号
〈68•

12
〉	

転
換
期
の
福
祉
行
政

第
21
号
〈69•

３
〉	

市
民
の
安
全

第
22
号
〈69•

８
〉	

都
市
と
緑

第
23
号
〈69•

11
〉	

都
市
化
と
老
人
問
題

第
24
号
〈70•

１
〉	

基
地
と
市
民
運
動

第
25
号
〈70•

３
〉	

京
浜
工
業
地
帯

第
26
号
〈70•

６
〉	

余
暇
と
そ
の
環
境

第
27
号
〈70•

11
〉	

都
市
廃
棄
物

第
28
号
〈71•

３
〉	

六
大
事
業
の
経
過
と
今
後
の
方
向

第
29
号
〈71•

３
〉	

新
市
民
と
自
治

第
30
号
〈71•

６
〉	

水
資
源
と
水
行
政

第
31
号
〈71•

９
〉	

住
宅
問
題
の
諸
側
面

第
32
号
〈71•

12
〉	

自
動
車
化
と
道
路
・
交
通
問
題

第
33
号
〈72•

３
〉	

都
市
環
境
と
生
物
指
標

第
34
号
〈72•

６
〉	

都
市
化
と
財
政

第
35
号
〈72•

９
〉	

住
民
と
知
る
権
利

第
36
号
〈72•

12
〉	

住
民
の
要
求
と
行
政
の
対
応	

	

〈
意
識
調
査
か
ら
〉

第
37
号
〈73•

３
〉	

地
方
公
務
員
と
職
業
倫
理	

	

人
事
行
政
の
前
提
を
考
え
る	

第
38
号
〈73•

６
〉	

住
工
混
合
地
域
の
環
境
整
備	

	

―
「
計
画
」
の
前
提
を
考
え
る

第
39
号
〈73•
９
〉	

大
都
市
に
お
け
る
地
域
行
政	

	
―
区
役
所
の
あ
り
方
を
中
心
に

第
40
号
〈73•

12
〉	

大
地
震
の
対
策
と
不
安

第
41
号
〈74•

３
〉	

都
市
と
精
神
の
問
題

第
42
号
〈74•

６
〉	

都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
問
題

第
43
号
〈74•

９
〉	

出
稼
ぎ
労
働
の
問
題
点

第
44
号
〈74•

12
〉	

消
費
者
と
物
価

第
45
号
〈75•

３
〉	「
福
祉
問
題
」
再
考

第
46
号
〈75•

６
〉	

都
市
と
家
族
の
問
題

第
47
号
〈75•

９
〉	

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
課
題

第
48
号
〈75•

12
〉	

地
方
財
政
危
機
を
め
ぐ
っ
て

第
49
号
〈76•

３
〉	

区
民
生
活
と
行
政
の
対
応	

	

―
緑
区
の
調
査
事
例
を
中
心
に

	

第
50
号
〈76•

６
〉	

都
市
行
政
の
主
体
性

第
51
号
〈76•

９
〉	

都
市
の
な
か
の
川

第
52
号
〈76•

12
〉	

都
市
と
港
湾

第
53
号
〈77•

３
〉	

横
浜
の
文
化
と
行
政

第
54
号
〈77•

６
〉	

市
民
の
医
療
と
行
政

第
55
号
〈77•

９
〉	

都
市
に
お
け
る
学
校

第
56
号
〈77•

12
〉	

低
成
長
下
横
浜
の
行
財
政

第
57
号
〈78•

３
〉	

地
区
計
画
と
住
民

第
58
号
〈78•

６
〉	

横
浜
に
お
け
る
資
料
館

第
59
号
〈78•

９
〉	

横
浜
の
緑
と
保
存

第
60
号
〈78•

12
〉	

横
浜
の
盛
り
場

第
61
号
〈79•

３
〉	

地
域
施
設
の
管
理
・
運
営

第
62
号
〈79•

６
〉	

都
市
と
子
ど
も

第
63
号
〈79•

９
〉	

横
浜
の
地
下

第
64
号
〈79•

12
〉	

市
民
の
食
料
と
食
生
活

第
65
号
〈80•

３
〉	

横
浜
の
国
際
性

第
66
号
〈80•

６
〉	

歩
行
者
空
間

第
67
号
〈80•

９
〉	

市
民
と
健
康

第
68
号
〈80•

12
〉	

老
人
問
題
と
福
祉
行
政

第
69
号
〈81•

３
〉	

都
市
の
自
治

第
70
号
〈81•

６
〉	

都
市
住
宅
問
題
を
め
ぐ
っ
て

第
71
号
〈81•

９
〉	

共
生
の
時
代

第
72
号
〈81•

12
〉	

婦
人
問
題

第
73
号
〈82•

３
〉	

ア
ジ
ア
の
都
市
と
横
浜

第
74
号
〈82•

６
〉	

横
浜
と
農
業

第
75
号
〈82•

９
〉	

横
浜
と
工
業

第
76
号
〈82•

12
〉	

都
市
と
水
環
境

第
77
号
〈83•

３
〉	

職
員
の
自
主
研
究

第
78
号
〈83•

６
〉	

市
政
情
報
の
整
備
と
利
用

第
79
号
〈83•

10
〉	

横
浜
市
財
政
と
行
政

第
80
号
〈84•

２
〉	

高
齢
社
会
の
課
題

第
81
号
〈84•

３
〉	

市
民
・
地
域
・
行
政

第
82
号
〈84•

９
〉	

緑
保
存
の
方
策

第
83
号
〈84•

11
〉	

横
浜
と
商
業

第
84
号
〈85•

２
〉	

福
祉
と
民
間
活
力

第
85
号
〈85•

３
〉	

区
行
政
―
あ
り
方
と
個
性
あ
る	

	

地
域
づ
く
り
の
試
み

第
86
号
〈85•

10
〉	

都
市
と
イ
ベ
ン
ト

第
87
号
〈85•
12
〉	

横
浜
の
産
業
政
策
―
企
業
誘
致	

	
活
動
を
中
心
に

第
88
号
〈86•

２
〉	
市
民
と
図
書
館

第
89
号
〈86•

３
〉	
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政

第
90
号
〈86•

９
〉	

ま
ち
の
活
力
と
行
政

第
91
号
〈86•

11
〉	

家
族
機
能
と
自
治
体
行
政

第
92
号
〈87•

１
〉	

横
浜
の
公
共
交
通

第
93
号
〈87•

３
〉	

地
域
情
報
・
行
政
情
報
―
横
浜	

	

の
広
報
力
を
考
え
る

第
94
号
〈87•

６
〉	

博
物
館
を
考
え
る

第
95
号
〈87•

９
〉	

子
ど
も
と
ま
ち
―
遊
び
・
自
然
・	

	

ま
ち
づ
く
り

第
96
号
〈87•

12
〉	

都
市
と
ご
み

第
97
号
〈88•

３
〉	

ま
ち
の
特
徴
づ
く
り
―
歴
史
文	

	

化
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

第
98
号
〈88•

６
〉	

み
な
と
―
現
状
と
新
し
い
動
き

第
99
／

100
号
〈89•

１
〉　

横
浜
論

第
101
号
〈89•

３
〉	

市
民
と
生
涯
学
習

第
102
号
〈89•

６
〉	`

89	

職
員
の
自
主
研
究

第
103
号
〈89•

９
〉	

車
社
会
を
考
え
る

第
104
号
〈89•

12
〉	

都
市
生
活
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

第
105
号
〈90•

３
〉	

横
浜
―
東
京
圏
の
中
で
考
え
る

第
106
号
〈90•

６
〉	

情
報
化
社
会
と
市
民

第
107
号
〈90•

９
〉	

エ
ネ
ル
ギ
ー
―
地
球
環
境
の
中	

	

で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１

第
108
号
〈90•

12
〉	

エ
ネ
ル
ギ
ー
―
地
球
環
境
の
中	

	

で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

第
109
号
〈91•

３
〉	

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
―
地
域
施	

	

設
を
中
心
に

第
110
号
〈91•

８
〉	

都
市
と
大
学
―
地
域
と
の
関
わ	

	

り
を
考
え
る

第
111
号
〈91•

12
〉	

職
員
の
自
主
研
究
・
施
策
研
究	

	

―
政
策
研
究
を
目
指
し
て

第
112
号
〈92•

３
〉	

市
民
の
自
主
的
活
動
―
新
し
い								

	

共
同
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
探
る

第
113
号
〈92•

９
〉	

成
熟
社
会
に
お
け
る
都
市
づ
く	

	

り

第
114
号
〈92•

11
〉	

自
治
体
に
お
け
る
調
査
―
調
査	

	

か
ら
施
策
・
事
業
へ

第
115
号
〈93•

１
〉	

横
浜
の
市
民
生
活
―
課
題
と
解	

	

決
の
方
向

第
116
号
〈93•

３
〉	

都
市
の
魅
力
―
第
三
の
生
活
空	

	

間

各号の内容は、市
ホームページでご
覧いただけます。
http://www.city.
yokohama.lg.jp/
seisaku/seisaku/
chousa/kihou/

調
査
季
報　

総
目
次

第
１
号
～
１
７
２
号
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第
117
号
〈93•

９
〉	

行
政
課
題
研
修
―
新
総
合
計
画	

	

へ
の
提
案

第
118
号
〈93•

12
〉	

横
浜
港
の
明
日

第
119
号
〈94•
３
〉	

大
都
市
と
地
方
分
権

第
120
号
〈94•
10
〉	
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

第
121
号
〈94•

12
〉	
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に	

	

向
け
て

第
122
号
〈95•

３
〉	

多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策	

	

の
方
向

第
123
号
〈95•

３
〉	

横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡	

	

路
大
震
災

第
124
号
〈95•

８
〉	

大
都
市
と
高
度
情
報
化

第
125
号
〈95•

10
〉	

横
浜
の
芸
術
分
化
―
ア
ー
ト
シ	

	

テ
ィ
を
め
ざ
し
て

第
126
号
〈96•

３
〉	

外
国
人
に
開
か
れ
た
都
市
を
目	

	

指
し
て

第
127
号
〈96•

９
〉	

市
民
参
加
の
実
践

第
128
号
〈97•

１
〉	

市
民
の
研
究
活
動

第
129
号
〈97•

３
〉	

都
市
と
ス
ポ
ー
ツ

第
130
号
〈97•

６
〉	

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト`

97

第
131
号
〈97•

９
〉	

大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理

第
132
号
〈97•

12
〉	

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
・
都
市
と	

	

ご
み

第
133
号
〈98•

３
〉	

転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム

第
134
号
〈98•

６
〉	

総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
か
た

第
135
号
〈98•

９
〉	

京
浜
臨
海
部
再
編
整
備

第
136
号
〈98•

12
〉	

創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市	

	

へ
の
道

第
137
号
〈99•

３
〉	

多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か	

	

ら
の
都
市

第
138
号
〈99•

６
〉	

自
治
体
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

第
139
号
〈99•

９
〉	「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考

第
140
号
〈99•

12
〉	

多
様
化
す
る
教
育
現
場
と
社
会

第
141
号
〈00•

３
〉	

自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
―	

	

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
中
心
に

第
142
号
〈00•

６
〉	

21
世
紀
の
地
域
産
業
政
策

第
143
号
〈00•

９
〉	

横
浜
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ	

	

カ
ー

第
144
号
〈00•

12
〉	

成
熟
す
る
横
浜
の
郊
外

第
145
号
〈01•

３
〉	

都
市
生
活
と
動
物

第
146
号
〈01•

６
〉	

循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築	

	

に
向
け
て

第
147
号
〈01•

９
〉	

Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略

第
148
号
〈02•

２
〉	

都
市
と
健
康

第
149
号
〈02•

３
〉	

都
市
の
暮
ら
し
や
す
さ

第
150
号
〈02•

９
〉	

大
都
市
自
治
体
改
革
の
展
望

第
151
号
〈02•

12
〉	

自
治
体
に
お
け
る
政
策
研
究

第
152
号
〈03•

３
〉	

市
民
力
と
の
協
働
―
そ
の
あ
り	

	

方
を
考
え
る

第
153
号
〈03•
11
〉	
非
「
成
長
・
拡
大
」
時
代
の
財	

	
政
改
革

第
154
号
〈04•

３
〉	「
人
口
減
少
社
会
に
臨
む
都
市
・	

	

横
浜
」

第
155
号
〈04•

10
〉	

非
「
成
長
・
拡
大
」
時
代
の
横	

	

浜
の
経
済
政
策

第
156
号
〈05•

３
〉	

少
子
・
高
齢
社
会
の
家
族
と
生	

	

活
福
祉

第
157
号
〈05•

10
〉	

横
浜
市
役
所
の
構
造
改
革

第
158
号
〈06•

３
〉	

地
域
か
ら
築
く
「
新
し
い
公
共
」

第
159
号
〈06•

９
〉	

横
浜
の
教
育
改
革

第
160
号
〈07•

３
〉	

横
浜
の
２
０
０
７
年
問
題

第
161
号
〈07•

10
〉	

地
域
で
取
り
組
む
防
災

第
162
号
〈08•

３
〉	

横
浜
か
ら
格
差
社
会
を
考
え
る

第
163
号
〈08•

９
〉	

創
造
都
市
横
浜

第
164
号
〈09•

３
〉	

脱
温
暖
化
へ
の
道

第
165
号
〈09•

11
〉	「
横
浜
市
民
生
活
白
書
２
０
０	

	

９
」
を
読
み
解
く

第
166
号
〈10•

３
〉	「
協
働
」か
ら「
地
域
運
営
」へ

第
167
号
〈10•

10
〉	

新
し
い
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ	

	

ネ
ッ
ト
と
は	

第
168
号
〈11•

３
〉	

公
民
連
携
先
進
都
市
へ
の
挑
戦	

第
169
号
〈11•

11
〉	

東
日
本
大
震
災
と
横
浜

第
170
号
〈12•

３
〉	

つ
な
が
り
を
探
る
～
「
ゆ
る
や	

	

か
な
つ
な
が
り
」
を
中
心
に
～

第
171
号
〈13•

２
〉	

地
域
社
会
の
新
し
い
可
能
性
を	

	

拓
く
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
と	
	

い
う
視
点
か
ら
―
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創
刊
50
周
年
か
ら
の
連
想
で
、「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉
の
語
義
を
改
め
て
調
べ
て
み
た
。
小
さ

な
努
力
で
も
積
み
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
自
己
啓
発
的
な
文
脈
で
使
わ
れ
る
場

合
も
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
一
念
岩

を
も
通
す
」
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
言
葉
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

調
査
季
報
が
相
対
し
て
き
た
「
岩
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
は
「
受
動
性
」
と
い
う
心
の
構

え
で
は
な
い
か
。「
お
わ
り
に｣

で
触
れ
た
よ
う
に
、
１
９
６
０
年
代
以
来
、
横
浜
市
は
全
国
に
先
駆
け
て

能
動
性
、
主
体
性
を
持
っ
た
自
治
体
と
し
て
政
策
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
主
体
性
」
を
中
川
久
美
子

氏
流
に
表
現
す
る
と
、
自
分
な
り
の
「
言
葉
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
93
ペ
ー
ジ
）。
調
査
季
報
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
、
職
員
が
執
筆
者
の
大
半
を
占
め
る
政
策
研
究
誌
で
あ
る
。
原
稿
は
記
名
記
事
で
あ

り
、
組
織
の
公
式
見
解
と
は
異
な
っ
た
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
媒
体
に
触
れ
、
執

筆
す
る
中
で
、
職
員
は
「
自
分
の
言
葉
」
に
つ
い
て
、
思
い
を
巡
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
調
査
季
報
を
「
言
葉
」
を
見
出
す
「
主
体
性
の
砦
」
と
し
、
ふ
と
気
を
抜
く
と
や
っ
て
く
る
受
動
性
と

い
う
岩
を
砕
き
続
け
る
力
と
す
べ
く
、
こ
の
小
さ
な
冊
子
の
編
集
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
今
回
の
特
集
で
の
各
分
野
の
記
事
作
成
に
あ
た
り
、
中
央
図
書
館
調
査
資
料
課
と
横
浜
市
史
資

料
室
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
情
報
拠
点
、
情
報
の
目
利
き
の
存
在
な
し
に
今

号
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
。
執
筆
者
と
異
な
り
、
そ
の
活
躍
が
表
に
出
な
い
た
め
、
あ
え
て
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。（
米
満
）

　

財
政
関
係
の
統
計
を
集
め
ま
し
た
が
、
意
外
に
大
変
で
し
た
。
同
じ
統
計
書
で
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
行

く
と
、
年
度
に
よ
っ
て
は
載
っ
て
い
な
い
項
目
が
あ
っ
た
り
、
二
つ
の
統
計
書
が
統
合
さ
れ
る
と
政
令
指

定
都
市
だ
け
デ
ー
タ
の
な
い
年
度
が
あ
っ
た
り
・
・
・
・
。
い
ろ
い
ろ
な
統
計
書
の
デ
ー
タ
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
な
ん
と
か
表
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
を
集
め
な
が
ら
、
昭
和
30
年
代
後
半
に
は
ま
だ
ま
だ
個
々
の
自
治
体
単
位
で
は
な
く
て
、
都
道

府
県
単
位
で
統
計
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
昭
和
38
年
に
創
刊
さ
れ

た
調
査
季
報
、
そ
の
２
年
後
に
は
六
大
事
業
が
発
表
さ
れ
、
地
方
自
治
体
独
自
の
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
、

先
人
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
石
井
）




